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会社概要

商 号 株式会社オプティム （英語表記:OPTiM Corporation）
東京証券取引所一部:3694

所在地 OPTiM TOKYO（東京本社）
:東京都港区海岸1丁目2番20号 汐留ビルディング 21F

TECH CENTER SHIBADAIMON（テックセンター芝大門）
:東京都港区芝大門2丁目11番8号 住友不動産芝大門二丁目ビル8F

OPTiM SAGA（佐賀本店）
:佐賀県佐賀市本庄町1 オプティム・ヘッドクオータービル

TECH CENTER IIZUKA（テックセンター飯塚）
:福岡県飯塚市川津 680-41 飯塚研究開発センター103号室

OPTiM KOBE
:兵庫県神戸市中央区小野柄通７丁目１番１号 日本生命三宮駅前ビル11F

グループ会社 株式会社オプティムアグリ・みちのく（青森県青森市新町）
（設立順） オプティム・バンクテクノロジーズ株式会社（佐賀県佐賀市本庄町）

ディピューラメディカルソリューションズ株式会社（兵庫県神戸市中央区）
株式会社ランドログマーケティング（東京都港区海岸）
株式会社ユラスコア（東京都港区海岸）
株式会社NTT e-Drone Technology（埼玉県朝霞市北原）

代 表 菅谷 俊二（佐賀大学農学部招聘教授）
設 立 2000年6月8日
資本金 443百万円
決算月 3月
総スタッフ数 585名（2021年4月1日現在）
主要株主 菅谷 俊二、東日本電信電話株式会社、富士ゼロックス株式会社
事業内容 ライセンス販売・保守サポートサービス事業
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第四次産業革命

建設・土木

小 売

金融

医療

製造・ロボット

エネルギー

農 業

ディピューラメディカル
ソリューションズ

あらゆる産業に大きな変革をもたらす
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スマート農業への取り組み



Copyright © OPTiM Corp. All Right Reserved.

スマート農業の取り組み

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

佐賀県、佐賀大学、オプティム
３者連携協定締結

ピンポイント散布テクノロジー確立
散布農薬量1/10以下に削減

スマート農業アライアンス
設立

九州、青森でスマート米の
栽培・販売を開始

スマート米
栽培面積 約700haに拡大

ピンポイントタイム散布
サービス提供開始

2015年から“楽しく、かっこよく、稼げる農業”の実現を目指して、
全国の生産者とスマート農業技術開発・普及に取り組んでいます。

殺虫機搭載ドローン
による夜間害虫駆除に成功

固定翼ドローン
広域空撮実証試験

ドローンマッチングサービス
DRONE CONNECT提供

佐賀県白石町にて
作付確認の取り組みを開始

スマート農業地域商社
オプティムアグリ・みちのく

スマート農業
プロフェッショナルサービス

ルートレック・ネットワークス
との資本業務提携

NTT e-DT
設立
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ピンポイント農薬散布技術

特許取得済み

ドローンで空撮した画像をAI（ディープラーニング技術）を用いて害虫の検知。
→早期に害虫を検知し、必要な場所にのみ農薬散布を実現。
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ピンポイント除草フロー

（１）ほ場をドローンで空撮 （２）空撮画像をオルソ化

（３）空撮画像をAIで解析（４）AIの解析結果を元に必要箇所にのみ
ピンポイントで農薬散布
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生育調査結果×過去知見
→ 一筆ごとに施肥要否・量を決定

「従来:一斉追肥」

グリッドNDVI結果×過去知見
→ より詳細なグリッドごとの

施肥要否・量を決定可能

「NEW:ピンポイント施肥」

従来の「点」での生育調査による評価を、
「面」でのNDVI評価へ

A B

窒
素

含
量

窒
素

含
量

C D A B C D

ピンポイント施肥

タンパク含量を最適化させる＝品質向上

品質を均一にする
適正タンパク含量ライン一斉散布

ピンポイント追肥技術
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支援ソリューション
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スマートアグリプロジェクト
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スマートアグリプロジェクト「スマート米」
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新しい農業へのチャレンジ!
スマートアグリフードプロジェクト

世界初、
ピンポイント農薬散布テクノロジー、

スマート農業ソリューションを
全国のお米生産者の方々に無償提供します

更に、
ピンポイント農薬散布テクノロジー、
スマート農業ソリューションを用いて

全国で生産されたお米を
オプティムが生産者価格で全量買取ります
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スマートアグリフードプロジェクト

AI/IoT/Robotics技術を活用することで、農作物に付加価値をつけた栽培・
販売を行い、“楽しく、かっこよく、稼げる農業”を実現することを目的と
したプロジェクトです。
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農薬散布用ドローン無償貸出
XAG社のP30という自動飛行可能な機体を提供

システム無償提供
農作業の補助となるシステムを提供

水位センサーの提供
簡易的に設置可能な水位センサーを提供

ドローン撮影画像の無償提供
地域パイロットが撮影したドローン画像を提供

スマートアグリフードプロジェクト 提供技術
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防除支援サービス
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OPTiMのビジネスモデル
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ドローン散布実績

福島県白河市の取り組み

• 地域内の約300haの水稲圃場へドローン適期防除を実施

• 適期判定を基に散布日を決定、適期に防除

兵庫県丹波篠山市の取り組み

• 現地パイロットを10人育成

• オプティムがレンタルした機体で散布

オプティムがドローン散布を行った地域(一例)

全国各地でドローン散布を行っており、
地域全域防除やパイロット現地育成の実績多数。
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２種類のピンポイントタイム散布サービスについて

1.作物生育分析 2.害虫発育分析

作物生育ステージを特定
害虫の発育ステージから
農薬が効く時期を特定

3.病害発生リスク分析
前年からの近隣の

発病状況からリスクを診断

基幹防除効果の向上 随時防除を提案

稲の生育ステージ

適期

慣習的防除日の精度

あなたの圃場の
生育ステージを解析

あなたの圃場の基幹防除効果を高め、随時防除の必要性を喚起。

害
虫
の
密
度

適期

時間

防除無し

非適期防除

適期防除
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ピンポイントタイム散布サービスの特徴

ピンポイントタイム散布は、防除の“デジタル化サービス”です

防除の全てが
サービス対象

これまでの散布代行サービス ピンポイントタイム散布サービス

サ
ー
ビ
ス
対
象
外

注文情報整理

パイロット選定

散布作業

資材決定・
圃場情報整理

注文情報整理

パイロット選定

散布作業

資材確定・
圃場情報整理

散布日決定
(適期予測)

散布日決定
(適期予測)



Copyright © OPTiM Corp. All Right Reserved.

水稲の播種支援
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ドローン打込条播
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AIとドローンによる作付確認支援
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農林水産省_戦略的プロジェクト研究推進事業（5か年事業）
「ドローン等を活用した農地・作物情報の広域収集・可視化及び利活用技術の開発」

大課題名（プロジェクト名） ドローン等を活用した農地・作物情報の広域収集・可視化及び利活用技術の開発

中課題名（契約課題名） 広域の農地・作物情報の調査分析に掛かる作業時間が１／２以下になるソフトウェア等の開発



Copyright © OPTiM Corp. All Right Reserved.

業務実績:農林水産省_平成30年度 戦略的プロジェクト研究推進事業
「ドローン等を活用した農地・作物情報の広域収集・可視化及び利活用技術の開発」

中山間地にて
空撮およびオルソ画像作成

↓
当社開発システム上にて
「作付情報」を可視化

↓
現地調査負担の大幅な軽減

に貢献
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作付確認システム「AgriManager」による可視化
AI判定結果

地名地番

作物情報

生産者名
も可能

時系列で継
続的に記録

「システムでのデータ可視化とAI解析」能力
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施設栽培
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陸上走行型のドローンで、ビジョンコンピューティングロ
ボットとして、自動・自律運用ロボットカーと、高精度ビ
ジョンコンピューティングを高次元で融合化したシステム
です。

AI Edge Computing Module

Multi Camera Capability

High Level Camera Stabilization

4WS/4WD Driving 

Auto Driving System

360°GoProから産業用カメラまで幅広く
サポート (1/4-20UNC x 4.5mm)

相対重量ウエイトジンバルに加え
テレスコピックジンバルを搭載

OpenCL画像認識・ARMCore SoC
Nvidia Jetson TX2 エッジコンピューティング

ウェイポイントによる自動走行
場内レイントレーシング自動走行
APM Rover PX4 API

OPTiM Crawler
陸上走行型ロボット

残積算温度

個数カウント

＋
熟度判定

＋

収穫適期のトマトを検知し、収穫量と必要収穫人員を算出することで、
販売機会ロス、収穫機会ロス、人件費のムダを防ぐ
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データ分析ツール:Agri House Manager
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ドローン事業
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自社製「OPTiM Hawk」による広域空撮を実施

補助者なし目視外飛行の実証実験 2020年

農地作付確認のため、町全域を補助者あり目視外飛行で撮影した

有人地帯補助者なし目視外飛行（レベル4）にむけ農林水産省と無人地帯におけ
る補助者なし目視外飛行（レベル3）を実証

佐賀県B町 農地確認 8500ha 2018～2021年

佐賀県A市 農地作物可視化技術研究 2018年～
農林水産省より委託をうけている戦略的プロジェクト研究推進事業委託事業｢ドロー
ン等を活用した農地・作物情報の広域収集・可視化及び利活用技術の開発｣

内閣府地方創生推進交付金のプロジェクトの一環としてAI・ドローンを用いた作付
け確認業務支援の実証事業を開始

⾧崎県C市 作付け確認 2019年

■一部事業実績

有明海の赤潮早期発見にむけた空撮 2021年
佐賀県、九州大学と連携し赤潮の発生

NEDOの運航管理システムを活用した海難調査 2021年
2022年以降の有人地帯補助者なし目視外飛行（レベル4）にむけた無人航空機の
運航管理システムの実証実験として海上及び離島の調査飛行
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OPTiM Hawk V2スペックと運用実績

OPTiM Hawk v２
広域エリアスキャン時の「運用実

績」
備考

１フライト

撮影面積 300~400(ha) 300haを撮影した場合:
■5kmｘ600mのエリアを「1フライトで撮影」
※マルチコプターでは通常1フライト20~25ha程度

■飛行条件:高度145m 風速1－4m/s 
天候:晴れ（雨天、強風、降雪不可）

■バッテリー残量:50％以上

撮影時間 約60(分)

飛行距離 約60(km)

１日

最大フライト
数 4~5(回)

■広域エリアスキャンを実施した際のHawk 1機 x 1日の運用実
績

最大撮影面積 1200~1500(ha)

同時運用

■2機同時飛行
1時間の飛行能力を活かし、時間差で2機を同時展開し、1日の
撮影面積を拡大

■白石町の事例
2機同時運用により1日2,500ha空撮（8～10フライト/日）

※固定翼ドローン
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固定翼ドローン飛行状況
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有明海における赤潮検知

（九州大学山口創一助教授より提供）
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